
＜高付加価値型農業の実践を行っている事例＞

○高付加価値型農業の実践

１．集落協定の概要

市町村・協定名 千葉県いすみ市増田
ますだ

協定面積 田(100%) 畑地 草地 採草放牧地

計11.4ha 水稲

交付金額 個人配分 0％

91.8万円 共同取組分 鳥獣害防止対策及び水路、農道の維持・管理・

集落の共同取組活動に要する経費等 65％

集落の各担当者に対する経費 11％

農業生産活動等の集落マスタープランの将来像

を実現するための活動に要する経費、積み立て 24％

等

協定参加者 農業者17人、非農業者 1名（構成員18人）

２．取組に至る経緯

・第1期の平成12年度から取り組んでいる正立寺集落の影響を受け、リーダー的農業者

の呼びかけで、事前調査・検討を重ねた上で、平成17年7月29日に行政を交えた集落

説明会を開催し、10割の取組み協定を締結し、現在に至る。

３．取組の概要

・本集落は交付金の個人配分は行わず、共同取組活動を重点として集落の活性化に努

めている。特徴的な活動としては、米価対策の一環として、農薬・化学肥料を慣行

の半分以下で栽培を行う「ちばエコ農業」に積極的に取り組み、ブランド化を目指

して活動を展開している。
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【集落の将来像】
耕作放棄地の発生を防止し、将来にわたって持続的な農業生産活動を可能とするため、水路・農道等

の集落の資源を共同で管理する体制を整備するとともに、低迷が続く米価に対応するため、ブランド化
を視野において、環境保全型農業のひとつである 「ちばエコ農業」に積極的に取り組み、集落の活性化、
を図る。

［将来像を実現するための活動目標]
耕作放棄地の発生を防止し、将来にわたって持続的な農業生産活動を可能とし、本集落の持つ多面的

、 、 。機能の確保を図るため 関係者１８人が水路・農道の管理 農地法面の管理等に一致協力して取り組む
農業生産活動等の体制整備として取り組む事項としては、高付加価値型農業に取組み、エコ米生産に

取り組む。
また、担い手育成については、認定農業者の育成に取り組む。
農用地保全マップを活用し、将来にわたって適正に農用地を保全することを目標とする。

」［活 動 内 容]
農業生産活動等

多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田11.4ha 周辺林地の下草刈り 農用地保全マップの活用（ ）
年２回

個別対応 共同取組活動
個別対応

水路・農道の管理
水路・農道年２回 高付加価値型農業の実践

6,049m2（目標6,000m2）
共同取組活動

共同取組活動

法面の定期的な点検
認定農業者の育成
1名（目標1名）

共同取組活動
共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

・米価が低迷する中で、担い手となるべき人の高齢化が進むなどの問題があり、19年

度、20年度も協議を重ね21年度に認定農業者が誕生した。

・協定期間内に農業生産活動・多面的機能増進活動を今後も維持継続していくことは

もちろんであるが、今後の活動に向けた集落内合意が課題である。

[平成21年度までの主な成果]

○ 11.4ｈａの農用地（水路・農道を含む）を適正に保全(11.4ha)

○ 高付加価値型農業の実践(当初0㎡、目標6,000㎡、H21実績6,194㎡）

○ 認定農業者の育成(当初0名、目標１名、H21実績1名）


